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鉄筋により補強された砂地盤の支持力特性Ⅴ
一 三 軸 試 験 に よ る 補 強 メ カ ニ ズ ム の 研 究 Ⅰ-
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6.三軸圧縮試験による地盤補強メカニズムの研究

8.1 は じ め に

これまでに地盤補強材は伸張補強材と圧縮補強材に大

分類できることを述べた.図41は.補強材と土の複合体

の強度のメカニズムを模式的に示したものである.与え

られた境界での拘束圧 ¢3に対してどのような強度を発

揮 しうるか考えてみよう.圧縮補強材の場合の全体 とし

ての最大強度 olfの境界拘束圧 O｡に対する比は,

(芸 )-(空 f49i-(A)/.S+告 (3)

となる.すなわち,補強材は EIの小さなフレキシブル

なものであるとすれば土の要素の平均的拘束圧 ♂3∫はけ3

に等 しく.全体としての olは,土の部分での強度(ol′)S

と圧縮補強材の強度 Aolの和である.土の応力比であら

わした強度 (ol/cr3)/.S-R/ は,砂の場合,内部摩擦角

¢を用いて (1+sinゅ)/(1-si叫 )であらわせる.けっきょ

く,補強材の強度Aolが境界拘束圧03に対 してどのよう

な値になりうるかが問題 となる.すなわち,所定の鉄筋

配置法,所定の砂の密度,所定の境界拘束圧α3に対して

の圧縮補強材の座屈強度を求める問題に帰着させられよう.

一方.伸張補強材の場合は,土に働 く代表的拘束圧

oasは境界拘束圧 03と伸張補強材によって もたらされ

る付加的拘束圧 A03の和であり,また.補強材はフレキ

シブルなので,土の要素に働 く代表的最大主応力(01′)S

は全体としての平均最大主応力 ol/に等しいと考えてよ

いだろう･ したがって,全体としての最大強度 ql/の境

界拘束圧 0,に対する比は次式のようになろう.

(芸)I-A -干害訂 4̀)
この式によると,(61/03)′の値は,土の主応力比であら

わした強度 Rfが大きいほど大きい･すなわち,もとも

と砂が密で ¢が大きいほど補強効果 も大きいことを示

している.またAo｡/ol/は補強材配置間隔が小 さいほど,

補強材表面摩擦係数が大きいほど大きくなるであろう･
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図42三軸供試体内の補強材配置法

実際の補強土のメカニズムは以上の議論のような単純

なものではないであろう.8)しかし.こ-れらから大体のメ

カニズムについて推 し量ることはできよう.

模型砂層支持力実検では境界応力条件を明確にできな

いので,図42のように三軸供試体の中に補強材に見たて

た針金 (¢0,9mm,模型実験に用いたものと全く同じで

ある)を配置して補強メカニズムに関する原理的実験を
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